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　家畜の男食行動は生産性に直接関係する点で注目

されてきた。とくに平飼下における採食行動は社会

的な優劣順位の影響を受けるため，管理上重要な問

題を生ずる。

　優劣順位と生産性の関係については牛では一般に

乳量i・2＞，群体3”5）とも否定的であるが，肯定的な報

告6’8＞もある。ヤギではモヘア生産と優劣頗位の間に

相関が認められている9・le）。また，順位と採食量との

間に正の相関を認める研究も多い3・ll＞。

　このように優劣順位と生産性，採食行動の関係に

ついては必ずしも一定の結論が得られておらず，優

劣顯位自体の見直しの必要性も指摘されている｝2一ゆ。

また，ヤギの学食行動と優劣順位については，1940

年代のSCOTTらの一連の報告ls・16）があるに過ぎない。

そこで，本実験では，放飼下における年齢編の大き

いヤギの雌雄四壁で優劣順位ど採食行動の関係につ

いて調べた。

方 法

　供試ヤギは雄9頭，雌2頭で，年齢構成は観察開始

時で2歳以上の成雄5頭，成雌2頭，1．5歳の若雄1頭，

10～13ヵ月齢の団坐3頭であった。観察場所は本学

内の広さ約5000m2の放飼場を使用した。放飼場内に

はチカラシバなどの野草が自生しヤギはこれらを自

由採食していたが，補助飼料として午前（1Q時30分

頃）には青刈野草を，午後（16時30分頃）には粗飼

料（ヘイキューブまたは細切牧乾草）と濃厚飼料（肉

牛用皆野飼料，圧扁トウモロコシ，米糠）を混合給

与した。

　採食行動の観察は午後の給餌時に行い，給餌直後

から30分間ビデオ撮影を行った。放飼場に7個の飼

槽（プラスチック製，68×42×15cm）をほぼ円形

に5m間隔で配置し，それぞれの飼槽に飼料をほぼ同

量配分した。ビデオ画面から各個体の採食時間，飼

町営の移動回数，採食飼槽数を算出した。また，15

N分の記録をもとに5分間隔の点観察法によって，飼

槽での単独採食および複数個体による共同二食の出

現頻度を算出した。

　観察期間は1989年6月～9月の間の計23日間であ

った。なお，雌ヤギの発情時には観察を行わなかっ

た◎

結 果

　給餌と岡垣にすべてのヤギがいずれかの飼槽で採

食を開始し，まもなく上位個体によるプッシングや

角による振り払いが見られた。下位個体は容易には

退却しなかったが，結局は排除され，他の飼槽に移

動して採食を続けようとした。飼槽をめぐる争いで

社会的に上位の偲体が下位個体に排除されたり，回

避するような現象は観察されなかった。なお，優劣

順位は無角の2頭の雄がより年少の雄より下位になっ

たほかは年齢順位に一致した。ただし，2頭の雌ヤギ

の順位は低く，10ヵ月齢のi頭の雄よりも下位にな

った（表1）。

　30分間における各個体の採食時間は1頭の成雌で

極端に短かったが，他のヤギでは15～26分で，優劣

顯位との間に相関は認められなかったく表1）。しか

し，各個体の平均値を用いて上位5頭と下位6頭を比

較すると，前者の採食時間（23．7±2．6分，平均値±

標準偏差）は後者のそれ（15．8±5．2分）より有意に

長かった（t　・　3。26，P＜0．◎5＞。30：分の観察時間を

前・中・後期に3等分し，おのおのに占める採食時間

の割合を調べた。結果は図1に示すとおりで，ほとん

どのヤギの寄食時間が最初の10分間で最も長く，と

くに上位5個体は9分以上採食していた。採食時間の

極端に少ない前記の成雌ヤギは最後の10分間は全く

採食しなかった。酒槽間の移動回数は優劣願位の低

い個体ほど多い傾向があり（τ：一　O．49，P＜0，05），

とくに最初の10分聞は移動回数が多かった（図ユ）。

それに伴って延べ採野飼階数も下位の個体ほど多く

なった（τ＝・　一　O．49，P＜0．05）。逆に1飼槽当たり

の採食時間は上位個体ほど長かった（τ・・　O．64，P＜

0．05）。上位個体は最初の10分間の移動は少なく，次

の10分間にやや多くなり，最後の10分間は再び減少

する傾向が見られた。

　飼槽での単独採食または複数個体による共同採食

の割合は図2に示したとおりで，上位個体は単独三食

の割合が高く，とくに上位2個体は約90％の採食を

単独で行った。単独採食回数と優劣順位の間には有

意の相関が認められた（τ・・　O．53，P＜O．05）。下位

の個体は2～3頭での共同採食が多かったが，時間の

経過とともに単独採食も増加する傾向が見られた。
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表1．各個体の30分間における採食時間，移動回数，延べ採食飼槽数一飼槽当たり採食時間，単独採食回数1）

偲体名　　優劣顯位三食諺糊（分）2）標準偏差　移動回数念）　標準偏差採野飼槽数2）標準偏差採食：時間／飼槽単独酒食回数

SA（成雄）　　1
YA（成雄）　　2
BN（成雄）　　3
SB（成雄）　　4
MG〈若雄）　　5
FR（成雄i）3）　　6

TB（幼雄）　　7
UR（成雌）　　8
NG（成雌）　　9
MO（幼雄）3）　10
M王（幼雄）　　l1

25．1亀

23．3ゆ

19．4c

249ゆ
26．oa

18．oc，d

15．oe

15．9d・e

6．5f

22．4b

17．Oc，d，e

4
6
8
4
4
5
5
2
4
2
1

4
5
5
5
3
3
5
6
2
4
4

2．5a

4．3繭

8．7d・e

5．4b

g．7d，e

10．7e

7．7c，d

7．5e・e1

6．Ob・e

10．1嬉

lxl．5t

1
5
2
2
4
8
8
1
4
2
2

2
3
塁
3
3
3
3
3
3
4
4

3．la

5．0ゆ

9．oc

6．Ob

9．7c，d

11．4d

8．6e

8．6c

5．9b

ll．3d

15．4趣

2
5
0
0
1
8
5
4
6
4
1

2
3
4
3
3
3
3
3
3
4
4

1
6
1
2
7
6
7
8
エ
0
1

8
4
2
4
2
1
1
1
1
2
1

9
4
3
9
1
4
2
7
3
4
8

7
6
4
6
6
2
3
1
　
4
3

1）23日間の成績，ただし，単独三食回数は15日闇，2）異なった文字を付した数値の間に有意差あり（p＜0．05またはp＜0．01）。

3）無角。

相関係数：優劣顯位と移動回数　τ　・一〇．49“，優劣顯位と採食飼槽数　τ　＝　一　O．49　ty，優劣顯位と採食蒔間／飼槽　τ　・・　O．64“，

優劣顯位と単独三食回数　τ＝e．53＊，移動回数と給食飼糟数　τ　＝0．93““，移鋤回数と派出時間／飼槽　τ　w　一一　O．53　Pt（率p〈0．05，

＊＊ 吹@〈　O．Ol）o
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図1．各個体の移動回数（上）と二食時間割合（下）の

　　　経時的変化
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とくに最下位の2頭でこの傾向が強かった。

　共同採食と群の構成員間の関係は図3に示すとおり

で，下位雄同士の共同採食の頻度が期待値（sC2／49

×105（点観察の回数）＝21．4）を大きく上回った

（X2　・・　409．0，　Pく0．Ol）。一方，上位雄と下位雄の

間では逆に期待値（4C1×　sC！／49　×105　・42．9）

より有意に少なかった（κ2＝37．9，P＜0．01）。また，

上位雄と雌，下位雄と雌の共同採食はいずれも期待

値（それぞれ，17．1，21．4）を有意に上回る頻度を示

した（それぞれ，X2・・13．2，90．7，ともにP〈0．01）。

とくに上位雄は全共同採食数の60％を2頭の雌との

間で行った。上位4頭で観察された2頭聞の共同採食

18回のうち，個体：BNとSBの間のものが11回を占

めた。また，最下位の2頭（MOとMD間の共同採

食は29回で他のどの組み合わせよりも多かった。

審

　1234　123g　s　234　t　234　；234　1234　1234　；234　t　234　t　234　｝234

　　　　　同一飼槽で岡引寄食した頭数

図2．各個体の同時早食頭数別の採食時間割合

’8

傘3

32ss

（，讐2））1

x14＄s W｛欝
65e＄

図3．2頭以上による共同採食の回数と性，優劣順位

　　　との関係

　　期待値より大，一　・一　・一　tw待値より小（’kp〈0．01）。
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考 察

　放飼下のヤギ群における社会的な優劣関係は，補

助飼料の二食に明らかな影響を及ぼした。上位個体

は給与直後からそれぞれ1個の飼槽をほぼ占有して採

食を続けた。これに対して下位個体は残った飼槽で

共同採食したり頻繁に飼割下を移動して短時間ずつ

採食した。牛でも上位個体ほど平町時間が長
く3・11・17　一　2e），移動時間・距離が短い17　一　19》ことが知られ

ており，このことはフイードロットでも草地でも同

様とされている21）。上位個体の移動回数は給餌後最初

の10分間は少なく，次の10分間に増加し，最後の10

分間に再び減少するパターンを示した。これはこれ

らのヤギが占有した貯槽から嗜好性の高い濃厚飼料

を先に採食しほぼ食べ尽くすか，採食しにくくなる

と他の飼槽に移り，どの飼槽にも濃厚飼料がなくな

ると，同一一一L・飼槽で粗飼料を採食するという一連の四

丁行動を反映しているものと思われる。これに対し

て下位個体は濃厚飼料の多い最初の10分間に移動が

多く，少しでもそれを摂取しようとしている様子が

うかがわれた。　　　　　　‘

　上位個体が飼槽を占有するため，共同電食は必然

的に下位個体において多くなった。また，顯位の間

隔が大きい個体間では共同採食は起こりにくかった。

このことは下位個体が衝突を回避しているためと思

われ，順位間隔の大きい個体間では敵対行動が少な

いという知見22》と符号していた。しかし，異性闘で

は優劣順位とは無関係に多くの共同採食が行われた。

本観察の期間外に行った観察（1985年）においても

同様で，12頭（雄5頭，雌7頭）による66通りの組

み合わせにおいて共同採食時間が長かった上位20組

のうち14組が雌雄のペアであった。また，雌雄混成

の3頭以上の共同下平でも，雌が入っている場合には

共同絶食時間が比較的長く持続した（未発表）。これ

らのことは雌雄間においては敵対行動（とくに雄の

攻撃行動）が抑制されていることを示唆している。な

お，本観察では雌の発情時には記録を行わなかった

が，発情雌をガード（その雌に付き添い，他の雄を

排除する）した雄はその雌と共同採食したので，雌

の側からみれば他の優位雄に優先して採食すること

ができた。このことによって発情雌の順位が一定期

間少なくとも外面的には上昇する可能性が示され，依

存順位（dependent　rank＞の存在がうかがわれた。

ただし，雄の不在時でも発情雌は上位個体にマウン

トするなど，見かけ上の順位上昇が牛で認められて

いる1》。また，依存順位の明確な例は半野生の牛で観

察されている23｝。

　牛2㈱と馬26m）では，優劣順位と社会的親密度

（social　affinity）との間に負の関係（優劣順位が近

い個体聞ほど社会的親密度が大きい）を認める報告

が多い。本観察では顧位が近接した2組の雄（順位第

3位と4位，10位と11位）の共同二食の頻度が高か

った。幼雄のペアでは共同休息も多く見られ，社会

的親密度は高いと思われたが，成雄のペアではこの

ような徴候は認められず，むしろたがいに離れて休

息し，反発性が強い傾向を示した。これら2っのべァ

では共同採食の要因が異なっているものと思われた。

　本観察のヤギ群では，町勢をめぐる争いにおいて，

社会的優劣順位に反する結果が生じることはなかっ

た。SCOTTらによるヤギの社会行動に関する初期の

一連の研究でも採食時と性行暫時の順位はほとんど

一致しており16》，噸位の決定要因としては年齢が最も

重要1628一周なことが示されている。家畜の優劣順位

の観察・判定方法には社会的な敵対行動に基づくも

のと飼槽優先法（2頭で行う方法と群で行う方法があ

る）とがあり，既述のようにそれらの結果は必ずし

も一致しないことが示されている1a13β％1個の飼槽を

用いて行われる飼槽優先法と7個の飼槽があった本観

察とでは条件が異なるが，本観察のヤギ群では社会

的優劣順位と飼料に対する優先順位とはほぼ一致し

ていたと思われる。近Wtla31｝は，牛の優劣順位には年

齢が最も大きな決定要因となるが，年齢差の小さい

歯群では2つの方法による順位は一致せず，敵対行動

における優劣順位と飼料に対する優先願下が同一群

で別々に存在すると推察している。本観察のヤギ群

では年齢差が大きく，また家畜種の違いもあるので，

本観察の結果は近藤の推察に反するものでないと思

われる。しかし，社会的優劣順位と飼槽優先順位と

が一致しないのは年齢差が小さいことよりも，むし

ろ若齢であることに起因しているものと思われる。前

記の近藤の成績は5ヵ月齢前後の去i勢牛によるもので

あり，60ヵ月齢の雌牛を用いた彼の同様の実験では

2っの順位は高い相関を示している1a3％

　優劣順位の真の確立は少なくとも性成熟以後にな

されるものと思われ，それ以後は飼料をはじめ他の

資源に対して社会的優劣門下の上位個体が優先権を

もつことになるものと考えられる。

要 約

　放飼下のヤギの二食行動と優劣順位の関係につい

て雌雄混成群で調べた。夕方の給餌時に7個の飼槽か

一3一



茨大農学衛報告　第39号　（1991）

らの採食状況をビデオ撮影し分析に供した。上位個

体は下位個体より採食時間が長く，飼槽間の移動回

数は少なかった（ともにP〈0．◎5）。上位個体では単

独採食が多く，下位個体では2頭以上による共同採食

が多く見られ，単独節食回数と優劣順位の相関は有

意であった（τ繍0．53，P＜O．05）。共同採食は順位

間隔の大きな個体間では起こりにくく（P＜O．Ol），

また，雄と雌の共同採食は期待値より有意に多く（P

＜0．0エ）観察された。

　30分間の採食時間を10分ごとに区分して各時間帯

の採食状況をみると，採食時間の割合はほとんどの

個体で最初の10分間に最：も高く，また，下位略体は

最初のle分賦に最も多く移動した。上位個体の移動

は全般に少なかったが，中期にやや増加した。また，

下位個体の単独採食は時間経過とともに増加した。優

劣順位が確立した群では優劣順位と飼槽優先順位と

は一致するものと思われた。

　本論文は東北大学学位論文（博士）「放飼下におけ

るヤギの社会行動」の一部をなすものである。懇切

なるご指導と校閲の労をおとりいただいた前東北大

学農学部教授正木淳二博士に深謝致します。
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　　　　　R㊧皿麗電量⑭醜S臨盤pb碗W㊧㊧醜欝㊧㊧趨簸撚毬b㊧轟麗蝋⑪驚繍魍感S⑪C盤寵蟄

　　　　　　　　　　　　　　　　繍⑭醗盤謹翻瞳㊧㊧蓋臨麗s灘麗烈璽舩㊧驚圃⑪盤悪⑪麗電醒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YAsvo　MATsuzAwA　and　KAzuNoR｝　E｛AG｝yA

　The　purpose　of　the　stgdy　was　to　analyze　the　relatlonship　between　feeding　behavior　and

dominance　i“　goats　as　a　basic　research　for　the　impovemeRt　of　the　rearing　system　of　domestic

animals．　The　observation　area　was　approximately　5000　m2　aRd　was　enclosed　with　a　wire

fence．　The　herd　comprised　nine　male　and　two　female　Saanen　goats．　Feeding　behavior　of

goats覚om　seven㌻ro誓ghs　was　video－taped響or　30瓢i簸撹es　a亀feedi箆g乞i職e　i纂the　eve難in9．

　The　dO醗ina飢菖OatS　S嚢e簸窒灘Ore宅i搬e　fOr　eati難塞a鐙1eSS　f◎r　mOVing　tha黙did　the　10W
－raRking　goats．　lt　was　more　often　observed　that　goat＄　high　in　the　hierarchy　ate　sin’№撃

a叢dgoa電s　low　did電◎墓ether。　Freq慧e捻cy　o棄the　s魏琶1e　ea宅i纂g　was　posi宅ively　correlated　wi宅h

dominance　order．　lt　was　rare　for　two　goats　distant　from　each　other　in　domiRance　to　eat

toge宅her．　The　grea宅er　dif艶rence　i簸dom漉a簸ce，重he　less　loi蹴　ea宅癌g　took　place．　The瓢1mber

of　pair　iR　which搬ale　aRd　femaie　a究e℃o竃e飯er　was　sig鍛ifica鍵1y竃rea亀er撫an　the　chance

expectatlok．　lt　is　considered　that　the　domiRaRce　order　agrees　with　the　order　iR　access

窒Ofeed　i箆herd　With　a　Stab1¢dO騰i黙a箆Ce　S雛bOrdi欝ate　rela穏Q簸ShiP．
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